
 
 
 
 

「勇気ある小さな一歩を重ねて！」
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県教育委員会編集「くすのき」（小学

校中学年）より、『知らんぷり』という教材

文をご紹介しました。場面は違っても「ぼ

く」のように、心が「苦しくて、ドクドク、

ドクドク音を立てる。だんだん、だんだん、

はやく」なった経験が、少なからずあるので

はないでしょうか。「いけない」と思って

も、何も言えない、何もできない・・・。 

 

「傍観者は加害者」とよく言われます。い

じめに接関わっていなかったとしても、結果

的にいじめや差別の促進作用に加担してしま

うことになると言えます。 

しかし、「傍観者＝加害者」とひとくくりに

考える事はできないような気がします。 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

「無関心」「関わりたくない」という傍観

者もいれば、主人公「ぼく」のように、被害

者の気持ちを想像し、「これはいけない」「何

とかしたい」と思いながら、「勇気がない」

「強くなりたいんだけど・・」と行動に移せ

ないという場合もあります。 

確かに、まわりに四、五人がいる中、「ぼ

く」が、その場で何とかすることは、相当ハ

ードルが高いことかもしれません。しかし、

すぐ誰かに相談する、後からでも被害者に話

しかける、励ますなど、『行動する』ことが、

いじめや差別のない「心豊かに生きる社会」

につながると思います。 

 

たとえ、それができなくても、「ぼくは、ぼ

くにはらがたつ」「こんなぼくにさよならした

い」と思った「ぼく」のように、「いじめや差

別を許さない強い気持ち持つ」ことが大切で

す。そして、たとえ小さな一歩でも、勇気を

持って「行動に移す」「声を上げる」ことで、

「いじめや差別を許さない」心豊かに生きる

ことのできる「ふるさと産山村」がより強固

に保っていけるのではないでしょうか。 

 

（人権教育指導主事 有住） 

人権啓発広報（１０月）   心豊かに生きるために 

知らんぷり 
 
友だちが一人泣いていた。 
まわりには、四、五人がいる。 
こわい顔をして、悪口を言っている。 
ぼくは、聞こえないふりをした。 
ぼくは、みえないふりをした。 

 
ぼくには、勇気がない。 
友だちが泣いているのに、 
ぼくには、 
助けに行く勇気がないんだ。 
ぼくまで 
いじめられるかもしれない。 
強い人には、何も言えないんだ。 

 
泣いていた子は、 
どんな気持ちでぼくを見ただろう。 
知らんぷりしたぼくの心は、 
苦しくて、苦しくて、 
ドクドク、ドクドク音を立てる。 
だんだん、だんだん、はやくなる。 

 
どうして勇気がないんだろう。 
ぼくは、ぼくにはらがたつ。 
こんな弱いぼくにさよならしたい。 
ぼくは、強くなりたい。 

 
     熊本県教育委員会 
      くすのき（小学校中学年） 
 
 


